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生
誕
か
ら
三
十
四
歳
ま
で 

─

諸　

田　

龍　

美

　

元
和
五
年
（
八
一
〇
）
三
十
九
歳
の
白
居
易
は
、
宮
中
画
家
の
描
い

た
自
身
の
肖
像
画
に
、
次
の
よ
う
な
詩
を
書
き
添
え
て
い
る（
１
）。

　
　

我
貌
不
自
識
、
李
放
写
我
真

　
　

静
観
神
与
骨
、
合
是
山
中
人

0

0

0

0

0

　
　

蒲
柳
質
易
朽
、
麋
鹿
心
難
馴

　
　

何
事
赤
墀
上
、
五
年
為
侍
臣

　
　

況
多
剛
狷
性
、
難
与
世
同
塵

　
　

宜
当
早
罷
去
、
収
取
雲
泉
身

　
　
　
　
　
　
　
「
自
題
写
真
（
0229
）」

　

こ
の
題
画
詩
に
は
「
時
に
翰
林
学
士
た
り
」
と
自
注
が
あ
る
。
居
易

が
翰
林
学
士
を
授
け
ら
れ
た
の
は
元
和
二
年
十
一
月
六
日
で
あ
り
、
翌

年
四
月
二
十
八
日
に
は
、
左
拾
遺
も
加
え
ら
れ
た（
２
）。

　

い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、
迫
真
の
肖
像
画
を
つ
く
づ
く
と
眺
め
た
居

易
が
、
自
ら
の
容
貌
に
つ
い
て
「
合
に
是
れ
山
中
の
人
な
る
べ
し
」
と

述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
優
れ
た
肖
像
画
は
、
対
象
人
物
の
本
質

（
本
性
）
を
表
現
す
る
。
こ
の
時
、
李
放（
３
）の
描
い
た
肖
像
画
を
見
た
居

易
は
、
自
身
が
本
質
的
に
「
山
中
の
人
」
で
あ
る
こ
と
を
深
く
再
認
識

し
、
早
く
官
を
や
め
山
中
に
帰
る
が
よ
い
と
、
自
ら
に
促
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
「
遊
悟
真
寺
詩
一
百
三
十
韻
」（
0264
）
の
末
尾
近
く
で
も
、
自

分
は
本
来
「
山
中
の
人
」
で
あ
っ
た
が
、
世
に
引
き
出
さ
れ
仕
官
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
言
う
。

　
　

我
本
山
中
人

0

0

0

0

0

、
誤
為
時
網
牽

　
　

牽
率
使
読
書
、
推
挽
令
效
官

元
和
九
年
（
八
一
四
）
八
月
、
長
安
近
郊
、
藍
田
県
の
悟
真
寺
に
遊
ん

だ
際
の
作
品
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
時
期
の
「
遊
藍
田
山
卜
居
」（
0250
）
に
も

　
　

脱
置
腰
下
組
、
擺
落
心
中
塵

　
　

行
歌
望
山
去
、
意
似
帰
郷
人

0

0

0

0

0

　
　

朝
蹋
玉
峯
下
、
暮
尋
藍
水
浜

　
　

擬
求
幽
僻
地
、
安
置
疎
慵
身

　
　

本
性
便
山
寺

0

0

0

0

0

、
応
須
旁
悟
真
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と
詠
う（
４
）。「
疎
慵
（
も
の
ぐ
さ
）」
な
自
分
は
、「
本
性 

山
寺
を
便
と
す

る
（
山
の
寺
に
居
る
と
心
が
安
ら
ぐ
）」
人
間
で
あ
り
、
こ
こ
藍
田
山0

の
悟
真
寺0

近
く
の
土
地
は
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
故
郷
の
ご
と
き
場

所
。
こ
こ
に
「
幽
僻
の
地
」
を
見
つ
け
山
居
を
建
て
よ
う
、
と
言
う
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
首
の
詩
か
ら
、
居
易
に
は
次
の
よ
う
な
自
覚
が
あ
っ
た
と

わ
か
る
。「
自
分
は
本
来
、
山
中
の
人
で
あ
り
、
山
寺
の
近
く
こ
そ
心

安
ま
る
故
郷
の
ご
と
き
場
所
。
い
ず
れ
は
、
そ
の
故
郷
（
山
寺
の
近

く
）
へ
帰
る
べ
き
な
の
だ
」
と
い
う
自
覚
で
あ
る
。

　

実
際
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
江
州
へ
左
遷
さ
れ
た
居
易
は
、
廬

山0

の
遺
愛
寺0

近
く
に
草
堂
を
構
え
、
ま
た
洛
陽
退
去
後
に
は
龍
門
山0

の

香
山
寺0

を
深
く
愛
し
て
、
最
期
は
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
。
居
易
の
人
生

は
、「
山
か
ら
出
て
、
再
び
山
へ
帰
る
旅
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
山
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
、
本
源
的
な
出
発
点
で
あ
り
、
心
安

ら
ぐ
故
郷
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
白
居
易
を
「
山
の
詩
人
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
の
目
的
は
、
白
居
易
が
山
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
い
か
に
し

て
山
へ
帰
っ
た
の
か
、
そ
の
足
跡
を
丹
念
に
辿
り
、「
山
の
詩
人
と
し

て
の
真
相
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
、
人

間
の
本
質
を
考
え
る
う
え
で
我
々
に
示
唆
す
る
も
の
は
何
か
、
究
明
し

て
み
た
い
と
思
う
。
考
察
は
五
回
に
わ
た
る
予
定
だ
が
、
本
稿
で
は
、

生
誕
か
ら
永
貞
元
年
、
三
十
四
歳
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
論
述
の
方
法

は
、
先
ず
「
伝
記
考
」
と
し
て
、
本
論
の
視
座
か
ら
重
要
な
事
跡
を
各

時
期
に
つ
い
て
確
認
し
、
次
に
、
当
該
時
期
に
お
け
る
山
（
寺
）
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
一
　
伝
記
考
①
―
生
誕
～
31
歳

　

居
易
は
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
に
鄭
州
新
鄭
県
東
郭
の
家
に
生
ま
れ

た
。
徳
宗
の
建
中
二
年
（
七
八
一
）
十
一
歳
ま
で
は
、
鄭
州
（
河
南

省
）
に
お
い
て
比
較
的
平
穏
な
幼
少
期
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
だ

が
、
翌
建
中
三
年
に
は
、
各
地
で
節
度
使
の
反
乱
が
起
こ
り
、
家
族
と

共
に
越
（
浙
江
省
一
帯
）
に
避
難
。
そ
れ
以
後
、
長
安
で
書
判
抜
萃
科

に
合
格
す
る
三
十
一
歳
ま
で
、
足
か
け
二
十
一
年
間
は
、
各
地
を
転
々

と
す
る
流
浪
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た（
５
）。
一
家
離
散
し
た
こ
の
時
期

の
労
苦
を
、
例
え
ば
、
貞
元
十
四
年
（
七
九
八
）
二
十
七
歳
の
詩
で
は

こ
う
詠
じ
て
い
る
。

　
　

時
難
年
飢
世
業
空
、
弟
兄
羈
旅
各
西
東

　
　

田
園
寥
落
干
戈

0

0

後
、
骨
肉
流
離

0

0

0

0

道
路
中

　
　

弔
影
分
為
千
里
鴈
、
辞
根
散
作
九
秋
蓬

　
　

共
看
明
月
応
垂
涙
、
一
夜
郷
心
五
処

0

0

同　
　

　
　
　
　
「
自
河
南
経
乱
、
関
内
阻
飢
、
兄
弟
離
散
各
在
一
処

0

0

0

0

0

0

0

0

。
因
望

月
有
感
、
聊
書
所
懐
、
寄
上
浮
梁
大
兄
・
於
潜
七
兄
・
烏
江

十
五
兄
、
兼
示
符
離
及
下
邽
弟
妹
（
0691
）」

　

生
ま
れ
故
郷
の
河
南
一
帯
は
戦
乱
に
見
舞
わ
れ
、
食
糧
難
も
あ
っ
て

兄
弟
は
離
散
。
浮
梁
（
江
西
省
饒じ
よ
う

州
市
）
に
は
長
兄
幼
文
が
お
り
、
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於
潜
（
浙
江
省
杭
州
市
）
に
は
七
兄
、
烏
江
（
安
徽
省
和
県
）
に
は

十
五
兄
、
符
離
（
安
徽
省
宿
県
）
に
は
六
兄
と
弟
妹
、
下か

邽け
い

（
陝
西
省

渭
南
市
）
に
は
弟
妹
が
暮
ら
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ

た
白
幼
文
は
、
居
易
と
父
母
を
同
じ
く
す
る
実
兄
で
あ
る（
６
）。

　

こ
の
詩
を
詠
じ
た
二
十
七
歳
（
貞
元
十
四
年
）
の
秋
、
居
易
は
符

離
（
徐
州
市
の
南
）
を
離
れ
、
饒
州
浮
梁
県
の
長
兄
幼
文
の
元
に
居
た

と
推
定
さ
れ
る
。
同
年
夏
に
詠
じ
た
「
将
之
饒
州
、
夜
泊
江
浦
」
詩

（
0426
）
に
、
こ
う
詠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
詩
中
の
「
鄱
陽
」
は
浮

梁
を
い
う
。

　
　

明
月
満
深
浦
、
愁
人
臥
孤
舟

　
　

煩
冤
寝
不
得
、
夏
夜
長
於
秋

0

0

0

0

0

　
　

苦
乏
衣
食
資
、
遠
為
江
海
游

　
　

光
陰
坐
遅
暮
、
郷
国
行
阻
脩

　
　

身
病
向
鄱
陽

0

0

0

0

0

、
家
貧
寄
徐
州　
　
　

　

翌
貞
元
十
五
年
（
二
十
八
歳
）
の
春
に
は
、
病
臥
す
る
母
を
見
舞
う

た
め
洛
陽
に
向
か
う
。
実
兄
幼
文
が
薄
給
で
手
に
入
れ
た
米
を
馬
車
に

積
み
、
浮
梁
を
出
発
し
た
居
易
は
、
そ
の
途
次
、
山
中
の
旅
館
で
「
傷

遠
行
賦
」（
1410
）
を
詠
む
。

　
　

貞
元
十
五
年
の
春
、
吾
が
兄
浮
梁
に
吏
た
り
。
微
禄
を
分
か
ち
て

以
て
帰
養
せ
ん
と
し
、
予
に
命
じ
て
米
を
負
ひ
て
郷
に
還
ら
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

む0

。
郊
野
を
出
づ
る
や
予
を
し
て
愁
へ
し
む
、
夫
れ
何
ぞ
道
路
の

茫
茫
た
る
。
茫
茫
た
り
二
千
五
百
里
、
鄱
陽
自よ

り
し
て
洛
陽
に
帰

0

0

0

0

る0

。
…
…
況
ん
や
太
夫
人
（
母
）、
疾
を
抱
き
て
堂
に
在
り
。
我

の
行
役
せ
し
自
り
、
諒
に
夙
夜
に
し
て
憂
傷
す
る
を
や
。
惟
れ
母

の
子
を
念
ふ
の
心
、
心
測
る
可
け
ん
や 

量
る
可
け
ん
や
。
慈
を

割
き
て
言
は
ず
と
雖
も
、
終
に
中
腸
に
蘊
結
す
。
曰こ
こ

に
予
が
弟
左

0

0

0

0

右
に
侍
り

0

0

0

0

、
固
く
就
養
し
て
方
無
し
。
温お
ん

凊せ
い

の
闕か

け
た
る
靡な

し
と

雖
も
、
詎な
ん

ぞ
我
の
傍
に
在
る
に
当
た
ら
ん
や
…
…
征
車
を
駆
り
て

帰
路
に
遵し
た
が

ふ
と
雖い
え
ど則

も
、
猶
ほ
自
ら
郷
涙
の
浪
浪
た
る
を
流
す
。

　
　

貞
元
十
五
年
春
、
吾
兄
吏
于
浮
梁
。
分
微
禄
以
帰
養
、
命
予
負0

米
而
還
郷

0

0

0

0

。
出
郊
野
兮
愁
予
、
夫
何
道
路
之
茫
茫
。
茫
茫
兮

二
千
五
百
里
、
自
鄱
陽
而
帰
洛
陽

0

0

0

。
…
…
況
太
夫
人
（
母
）、
抱

疾
在
堂
。
自
我
行
役
、
諒
夙
夜
而
憂
傷
。
惟
母
念
子
之
心
、
心
可

測
而
可
量
。
雖
割
慈
而
不
言
、
終
蘊
結
乎
中
腸
。
曰
予
弟
兮
侍
左

0

0

0

0

0

右0

、
固
就
養
而
無
方
。
雖
温
凊
之
靡
闕
、
詎
当
我
之
在
傍
…
…
雖

則
駆
征
車
而
遵
帰
路
、
猶
自
流
郷
涙
之
浪
浪
。

　

こ
の
賦
に
は
、
病
気
の
母
を
思
う
子
の
真
情
が
溢
れ
て
い
る
。「
予

が
弟
（
母
の
）
左
右
に
侍
る
」
と
あ
る
の
は
、
実
弟
行
簡
の
こ
と
か
。

　

同
年
（
貞
元
十
五
年
）
の
秋
、
宣
州
（
宣
城
、
安
徽
省
）
に
行
き
郷

試
に
合
格
し
た
居
易
は
、
宣せ
ん

歙き
ゆ
う

観
察
使
崔
衍え
ん

に
推
挙
さ
れ
、
長
安
で

進
士
科
を
受
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
洛
陽
を
経
て
初
め
て
長
安
に
出

て
き
た
居
易
は
、
貞
元
十
六
年
正
月
、
元
宵
節
で
に
ぎ
わ
う
都
の
様
子

を
眺
め
、「
長
安
正
月
十
五
日
」（
0678
）
を
詠
じ
た
。

　
　

諠
諠
車
馬
帝
王
州
、
羈
病

0

0

無
心
逐
勝
遊

　
　

明
月
春
風
三
五
夜
、
万
人
行
楽
一
人
愁

0

0

0

0

0

0

0

　

行
楽
に
沸
き
立
つ
首
都
の
雰
囲
気
に
な
じ
め
ず
、
ひ
と
り
愁
う
居
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易
。
旅
の
労
苦
に
疲
れ
果
て
た
身
を
「
羈
病
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、

こ
の
一
語
の
背
後
に
は
二
十
年
近
い
漂
泊
の
体
験
が
あ
る
。

　

そ
の
後
居
易
は
、
主
任
試
験
官
（
高
郢
）
へ
の
推
薦
を
依
頼
す
べ

く
、「
雑
文
二
十
首
・
詩
一
百
首
」
を
添
え
て
、
給
事
中
の
陳
京
に
手

紙
を
献
呈
す
る
。
そ
の
「
与
陳
給
事
書
」（
1484
）
で
、
自
身
に
つ
い
て

言
う
。

　
　

居
易
は
鄙
人
な
り

0

0

0

0

。
上
は
朝
廷
に
附
離
の
援
無
く
、
次
に
郷
曲
に

吹す
い

煦く

の
誉
も
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
孰た
れ

か
為
め
に
来
た
ら
ん
や
。
蓋

し
仗よ

る
所
の
者
は
文
章
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
望
む
所
の
者
は
主
司
の
至
公
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

み0

。

　
　

居
易
、
鄙
人

0

0

也
。
上
無
朝
廷
附
離
之
援
、
次
無
郷
曲
吹
煦
之
誉
。

然
則
孰
為
而
来
哉
。
蓋
所
仗
者
文
章
耳

0

0

0

0

0

0

、
所
望
者
主
司
至
公
耳

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
「
鄙
人
」
と
は
、「
家
柄
の
低
い
田
舎
者
」
の
意
。
居
易
の
出
自
が
低

い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
動
か
し
が
た
い
事
実
」
で
あ
る

こ
と
を
痛
切
に
悟
っ
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
華

麗
な
首
都
の
権
勢
と
初
め
て
対
峙
し
た
時
、
地
方
出
の
若
者
は
、
深
い

孤
独
感
と
と
も
に
、
自
分
が
鄙
人
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
自
覚
さ
せ
ら

れ
る
。
し
か
し
逆
に
「
頼
れ
る
も
の
は
自
己
の
実
力
と
試
験
官
の
公
正

の
み
」
と
覚
悟
を
定
め
行
動
し
て
ゆ
く
姿
に
は
、
逞
し
さ
が
現
れ
て
い

る
。

　

二
月
十
四
日
に
及
第
す
る
と
、
居
易
は
合
格
を
伝
え
る
べ
く
洛
陽
へ

旅
立
つ
。
そ
の
送
別
の
宴
席
で
同
期
生
に
の
こ
し
た
詩
が
「
及
第
後
帰

覲
、
留
別
諸
同
年
」（
0210
）
で
あ
る
。

　
　

十
年
常
苦
学
、
一
上
謬
成
名

　
　
　

…
…

　
　

擢
第
未
為
貴
、
賀
親
方
始
栄

0

0

0

0

0

　
　
　

…
…

　
　

翩
翩
馬
蹄
疾

0

0

0

0

0

、
春
日
帰
郷
情

　

勇
躍
、
母
の
待
つ
洛
陽
に
帰
っ
た
居
易
は
、
そ
の
後
、
実
兄
幼
文
の

住
む
浮
梁
（
江
西
省
、
鄱
陽
湖
の
東
）
へ
南
遊
の
旅
に
出
た
。
そ
の
途

次
、「
黟い

歙き
ゆ
う

の
間
（
安
徽
省
の
南
部
、
黄
山
の
一
帯
）」
で
符
離
の
六

兄
と
出
会
い
、
再
会
を
喜
び
合
う
が
、
こ
れ
が
六
兄
と
の
最
期
の
別
れ

と
な
っ
た
（「
祭
符
離
六
兄
文
」
1446
）。
九
月
に
居
易
は
徐
州
（
符
離
）

を
訪
れ
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
旅
先
で
倒
れ
た
六
兄
は
、
す
で
に
故
人

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

翌
貞
元
十
七
年
（
八
〇
一
）
春
、
居
易
は
な
お
符
離
に
留
ま
り
、
六

兄
の
祭
文
を
書
く
。
そ
の
後
宣
城
（
安
徽
省
）
へ
向
か
い
、
七
月
七
日

に
は
「
祭
烏
江
十
五
兄
文
」（
1449
）
を
認し
た
た

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
居
易

が
宣
城
に
来
た
の
は
、
二
年
前
の
郷
試
で
座
主
を
務
め
自
分
を
推
薦
し

て
く
れ
た
崔
衍
に
進
士
科
合
格
を
伝
え
、
感
謝
を
述
べ
る
た
め
で
あ
っ

た
（「
叙
徳
書
情
四
十
韻
、
上
宣
歙
崔
中
丞
」
0612
）。
そ
の
後
は
再
び
洛

陽
に
帰
っ
た
ら
し
い
。
な
ぜ
な
ら
鄭
元
の
詩
に
唱
和
し
た
「
和
鄭
元
及

第
後
、
秋
帰
洛
下
閑
居
」（
0609
）
詩
の
自
注
に
「
同
じ
く
高
侍
郎
の
下

に
、
年
を
隔
て
て
及
第
す
（
同
高
侍
郎
下
、
隔
年
及
第
）」
と
あ
り
、

貞
元
十
七
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
居
易
か
ら
一

年
遅
れ
て
進
士
科
に
合
格
し
た
鄭
元
は
、
貞
元
十
七
年
秋
に
は
洛
陽
に



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
一
〕

四
九

帰
省
し
、
閑
居
を
楽
し
む
詩
を
書
い
た
。
そ
れ
に
唱
和
す
る
詩
を
詠
ん

で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
は
居
易
も
や
は
り
洛
陽
に
居
た
と

推
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
の
動
向
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
母
や
弟
行
簡
の
居
る
洛
陽

で
、
し
ば
ら
く
身
心
の
疲
れ
を
癒
や
し
た
の
で
は
な
い
か
。
遅
く
と
も

貞
元
十
八
年
（
八
〇
二
）
の
秋
に
は
、
長
安
に
戻
っ
て
い
た
。
同
年
秋

の
詩
「
秋
雨
中
、
贈
元
九
」（
0620
）
に
「
怪
し
む
莫
れ 

独
吟 

秋
思
の

苦は
な
は
だ

し
き
を
、
君
に
比
べ
て
校や
や

近
し
二
毛
の
年

0

0

0

0

0

0

（
莫
怪
独
吟
秋
思
苦
、

比
君
校
近
二
毛
年

0

0

0

0

）」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
二
毛
の
年
」
は
三
十
二

歳
。
し
た
が
っ
て
詩
は
そ
の
前
年
、
貞
元
十
八
年
秋
の
作
と
推
定
さ
れ

る
。
長
安
に
戻
っ
た
居
易
は
、
冬
十
一
月
の
書
判
抜
萃
科
受
験
に
備

え
、「
判
五
十
道
」（
2093
～
2192
、
3796
、
3811
、
3812
）
等
の
習
作
を
、
精
力
的

に
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
　
山
の
詩
①
―
漂
泊
期

　

で
は
こ
の
時
期
（
生
誕
か
ら
貞
元
十
八
年
冬
の
抜
萃
科
受
験
ま
で
の

漂
泊
期
）
に
、
居
易
は
ど
の
よ
う
に
山
を
詠
じ
た
か
。

　

貞
元
十
六
年
正
月
、
進
士
科
受
験
の
た
め
初
め
て
長
安
に
出
て
き
た

際
の
七
律
「
長
安
早
春
旅
懐
」（
0692
）
に
い
う
。

　
　

軒
車
歌
吹
喧
都
邑
、
中
有
一
人
向
隅
立

　
　

夜
深
明
月
巻
簾
愁
、
日
暮
青
山
望
郷
泣

0

0

0

0

0

0

0

　

夕
暮
れ
に
眺
め
て
望
郷
の
涙
を
流
し
た
「
青
山
」
と
は
、
長
安
の
東

方
、
母
の
い
る
洛
陽
方
面
の
山
並
み
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

同
年
二
月
、
進
士
科
に
合
格
す
る
と
、
喜
び
の
一
方
で
「
及
第
後
懐

旧
山
」（
0701
）
を
作
っ
て
い
る
。

　
　

偶
献
子
虚
登
上
第
、
却
吟
招
隠
憶
中
林

　
　

春
蘿
秋
桂

0

0

0

0

莫
惆
悵
、
縦
有
浮
名
不
繫
心

「
自
分
は
偶
々
賦
を
献
じ
て
試
験
に
合
格
し
た
が
、
い
ま
は
却
っ
て
、

『
楚
辞
』
の
詩
「
招
隠
士
」
を
吟
じ
、
山
中
に
隠
棲
し
た
く
思
っ
て
い

る
」
と
言
う
。
後
半
の
「
春
蘿
、
秋
桂
」
は
、
か
つ
て
親
し
ん
だ
故
郷

の
山
に
茂
る
草
木
を
擬
人
化
し
、
呼
び
か
け
た
も
の
。「（
旧
山
の
）
春

蘿
秋
桂
よ
、
嘆
く
必
要
は
な
い
。
う
わ
べ
の
名
声
を
得
て
も
、
そ
れ
に

心
が
繋
が
れ
る
こ
と
は
な
い
。（
い
ず
れ
ま
た
お
前
た
ち
の
元
に
帰
っ

て
ゆ
く
の
だ
か
ら
）」
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
似
の
表

現
は
、
三
年
後
、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）
の
「
晩
秋
、
有
懐
鄭
中
旧

0

0

0

隠0

」（
0713
）
に
も
、「
長
間 

雲
鶴
を
羨
み
、
久
別 

煙
蘿
に
愧
づ

0

0

0

0

0

（
長
間

羨
雲
鶴
、
久
別
愧
煙
蘿
）

0

0

0

0

」
と
あ
る
。
先
の
詩
で
居
易
が
「
い
ず
れ
帰

る
」
と
約
束
し
た
「
旧
山
（
の
春
蘿
秋
桂
）」
と
は
、
生
ま
れ
故
郷
・

鄭
州
（
新
鄭
・
滎
陽
）
の
山
を
指
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

進
士
科
及
第
を
果
た
し
た
居
易
は
、
先
ず
洛
陽
の
母
の
元
に
向
か

い
、
そ
の
後
、
浮
梁
の
長
兄
や
符
離
の
六
兄
ら
に
会
う
べ
く
、
南
遊
の

旅
に
出
た
。
そ
の
旅
の
途
次
、
貞
元
十
六
年
の
春
か
ら
夏
の
時
期
に
、

次
掲
し
た
「
歙
州
山
行
、
懐
故
山
」（
3760
、
補
遺
作
品
）
を
詠
ん
で
い

る
。「
歙
州
」
は
、
安
徽
省
南
部
、
黄
山
付
近
の
地
で
あ
り
、
浮
梁
に

程
近
い
こ
と
か
ら
、
長
兄
幼
文
の
元
を
訪
れ
た
際
の
作
品
で
あ
ろ
う
。



五
〇

　
　

悔
別
故
山

0

0

遠
、
愁
行
帰
路
遅

　
　

雲
峰
雑
満
眼
、
不
当
隠
淪
時

　

こ
の
時
、
黄
山
一
帯
の
山
岳
地
帯
を
旅
し
て
い
た
居
易
は
、
山
景
に

触
発
さ
れ
て
「
故
山
」（
故
郷
鄭
州
の
山
々
）
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
、

山
に
隠
棲
し
た
い
と
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、
進
士
科
に
合

格
し
た
ば
か
り
の
今
は
「
隠
淪
（
隠
遁
）
の
時
で
は
な
い
」
と
、
思
い

返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

隠
棲
山
居
の
実
現
は
、
白
居
易
の
人
生
設
計
に
関
わ
る
重
要
な
願
望

で
あ
っ
た
。
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
貞
元
十
六
年
以
前
の
作
と
さ

れ
る
「
秋
暮
郊
居
書
懐
」（
0685
）
に
、
早
く
も
以
下
の
よ
う
に
詠
っ
て

い
る
。

　
　

郊
居
人
事
少
、
昼
臥
対
林
巒

　
　

若
問
生
涯
計

0

0

0

、
前
渓
一
釣
竿

　

一
方
、
冒
頭
で
確
認
し
た
通
り
、
居
易
に
は
「
本
性 
山
寺
を
便
と

す
る
（
自
分
は
山
寺
に
居
る
と
心
安
ら
ぐ
人
間
で
あ
る
）」
と
の
自
覚

が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
詩
が
こ
の
時
期
に
現
れ
て
い
る
。

　
　

不
与
人
境
接
、
寺
門
開
向
山

　
　

暮
鐘
鳴
鳥
聚
、
秋
雨
病
僧
閑

　
　

月
隠
雲
樹
外
、
蛍
飛
廊
宇
間

　
　

幸
投
花
界
宿

0

0

0

0

0

、
暫
得
静
心
顔

0

0

0

0

0

　

こ
の
「
旅
次
景
空
寺
、
宿
幽
上
人
院
」
詩
（
0675
）
は
、
通
説
（
花

房
・
朱
金
城
両
氏
の
説
）
で
は
貞
元
十
六
年
の
作
と
さ
れ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
進
士
科
及
第
後
の
秋
、
南
遊
の
旅
の
途
上
で
寺
院
に
宿
泊
し
た

際
の
作
品
で
あ
る
。
景
空
寺
は
、
詩
の
表
現
か
ら
推
し
て
、
山
中
も
し

く
は
山
下
に
あ
っ
た
寺
院
。
こ
の
閑
寂
な
僧
院
に
泊
ま
っ
た
居
易
は
、

旅
の
疲
れ
を
し
ば
し
安
ん
じ
得
た
が
、
そ
れ
は
花
界
（
蓮
花
界
、
仏
教

世
界
）
に
宿
を
と
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
仏
教
的
な
悟
り
に
よ
っ

て
心
の
平
静
を
得
た
い
と
早
く
か
ら
願
っ
て
い
た
居
易
に
と
っ
て
、
寺

院
は
心
安
や
ぐ
場
所
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
悟
り
の
境
地
、
平
静
な
心
へ
の
願
望
は
、
こ
の
時
期
に
上

人
へ
寄
贈
し
た
詩
に
も
、
繰
り
返
し
詠
わ
れ
て
い
る
。
①
「
空
門
此
を

去
る
こ
と
幾
多
の
地
ぞ
、
残
花
を
把
り
て
上
人
に
問
は
ん
と
欲
す
（
空

門
此
去
幾
多
地
、
欲
把
残
花
問
上
人
）」（「
感
芍
薬
花
、
寄
正
一
上
人
」

0683
～
貞
元
十
六
年
）、
②
「
誤
り
て
聞
見
の
中
に
落
ち
、
憂
喜
形
神
を

傷
ま
し
む
。
安
ん
ぞ
得
ん
耳
目
を
遺
れ
て
、
冥
然
と
し
て
天
真
に
反
ら

ん
こ
と
を
（
誤
落
聞
見
中
、
憂
喜
傷
形
神
。
安
得
遺
耳
目
、
冥
然
反
天

真
）」（「
題
贈
定
観
上
人
」
0434
～
貞
元
十
六
年
）、
③
「
借
問
す
空
門
の

子
、
何
の
法
か
修
行
し
易
く
、
我
を
し
て
心
を
忘
れ
得
し
め
、
煩
悩
を

し
て
生
ぜ
し
め
ざ
る
（
借
問
空
門
子
、
何
法
易
修
行
、
使
我
忘
得
心
、

不
教
煩
悩
生
）。」（「
客
路
感
秋
、
寄
明
準
上
人
」
0429
貞
元
十
六
年
）。

　

煩
悩
に
満
ち
た
俗
世
と
閑
寂
平
静
な
仏
寺
世
界
と
の
対
比
は
、
次
掲

し
た
「
乱
後
過
流
溝
寺
」（
0656
）
詩
に
も
顕
著
で
あ
る
。

　

流
溝
寺
は
、
徐
州
符
離
の
流
溝
山
に
あ
っ
た
山
寺
。
貞
元
十
六
年
の

晩
秋
、
居
易
は
六
兄
に
会
う
た
め
符
離
を
訪
れ
、
そ
の
際
、
流
溝
寺
に

も
立
ち
寄
っ
た
。
詩
題
に
「
乱
後
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
年
、
貞
元

十
六
年
五
月
に
徐
泗
濠
節
度
使
の
張
建
封
が
卒
し
、
後
継
者
を
め
ぐ
っ



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
一
〕

五
一

て
徐
州
の
軍
が
乱
れ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
の
時
、
節
度
軍
の
反
乱
を
諫

め
た
行
軍
司
馬
韋
夏
卿
の
義
挙
と
そ
の
死
に
つ
い
て
は
、
柳
宗
元
の
五

言
古
詩
「
韋
道
安
」
に
詳
し
い
（『
柳
宗
元
集
校
注
』
巻
四
十
三
）。
同

年
九
月
、
建
封
の
息
子
愔い
ん

が
後
継
と
な
る
こ
と
を
徳
宗
が
認
め
、
戦
乱

は
よ
う
や
く
収
ま
っ
た（
７
）。
居
易
は
そ
の
直
後
に
徐
州
の
寺
を
訪
れ
、
こ

う
詠
じ
て
い
る
。

　
　

九
月
徐
州
新
戦
後
、
悲
風
殺
気
満
山
河

　
　

唯
有
流
溝
山
下
寺
、
門
前
依
旧
白
雲
多

　

戦
乱
後
の
悲
風
と
殺
気
に
満
ち
た
徐
州
一
帯
に
あ
っ
て
、
山
中
の
流

溝
寺
だ
け
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
白
雲
（
俗
世
を
離
れ
た
森
閑
た
る

静
寂
）
に
包
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
俗
塵
を
離

れ
た
山
中
の
寺
院
を
好
ま
し
く
思
う
居
易
の
志
向
が
、
象
徴
的
に
表
現

さ
れ
て
い
よ
う
。
末
尾
の
「
白
雲
多
し
」
は
、
梁
の
陶
弘
景
（
四
五
六

～
五
三
六
）
の
詩
に
由
来
す
る
表
現
。
陶
弘
景
は
江
蘇
省
の
茅
山
に
隠

棲
し
て
道
教
や
本
草
学
（
漢
方
）
の
研
究
を
し
て
い
た
時
、
斉
の
高
祖

か
ら
「
山
中
に
何
の
有
る
所
ぞ
」
と
問
わ
れ
、
次
の
詩
を
詠
ん
だ
。

　
　

山
中
何
所
有
、
嶺
上
多
白
雲

0

0

0

0

0

　
　

只
可
自
怡
悦
、
不
堪
持
寄
君

　
「
嶺
の
上
に
は
白
雲
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。」
─
「
白
雲
」
は
、

隠
者
の
楽
し
み
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。

　
三
　
伝
記
考
②
―
32
歳
～
34
歳

　

貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）
春
、
書
判
抜
粋
科
に
及
第
す
る
と
、
居
易

は
長
安
に
仮
住
ま
い
を
求
め
、
常
楽
里
の
故
宰
相
関
播
の
私
邸
東
亭
を

一
時
的
な
居
場
所
と
し
た
。
翌
日
、
そ
の
亭
の
東
南
隅
に
叢
竹
を
見
つ

け
、
今
で
は
見
捨
て
ら
れ
た
そ
の
叢
竹
が
、
む
か
し
関
相
国
が
手
ず
か

ら
植
え
た
も
の
と
聞
く
。
一
日
足
ら
ず
で
手
入
れ
を
終
え
る
と
、
叢
竹

は
「
依
依
然
、
欣
欣
然
」
と
し
て
喜
び
、
感
激
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。「
養
竹
記
」（
1474
）
は
そ
う
記
し
た
後
、
こ
う
結
ば
れ
て
い
る
。

　
　

嗚
呼
、
竹
は
自
ら
異
に
す
る
能
は
ず
、
惟
だ
人
の
み
之
を
異
に

す
。
賢
も
自
ら
異
に
す
る
能
は
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
惟
だ
賢
を
用
ひ
る
者
の
み
之

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
異
に
す

0

0

0

0

。
故
に
「
養
竹
記
」
を
作
り
、
亭
の
壁
に
書
し
て
、
以

て
其
の
後
の
斯
に
居
る
者
に
貽お
く

り
、
亦
た
以
て
今
の
賢
を
用
ひ
る

者
に
聞
せ
ん
と
欲
す
と
云
ふ
。

　
　

嗚
呼
、
竹
不
能
自
異
、
惟
人
異
之
。
賢
不
能
自
異

0

0

0

0

0

、
惟
用
賢
者
異

0

0

0

0

0

之0

。
故
作
「
養
竹
記
」、
書
于
亭
之
壁
、
以
貽
其
後
之
居
斯
者
、

亦
欲
以
聞
於
今
之
用
賢
者
云
。

　

こ
の
末
尾
は
、
韓
愈
が
「
雑
説
」（
其
の
四
）
で
「
世
に
伯
楽
有
り

て
、
然
る
後
に
千
里
の
馬
有
り
（
世
有
伯
楽
、
然
後
有
千
里
馬
）」
と

論
じ
た
こ
と
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

実
は
、
同
じ
貞
元
十
九
年
春
の
作
と
し
て
居
易
に
「
送
文
暢
上
人
東

遊
」
詩
（
0653
）
が
あ
り
、
韓
愈
に
も
「
送
浮
屠
文
暢
師
序
」（『
韓
昌
黎

文
集
』
巻
四
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
柳
宗
元
に
も
「
送
文
暢
上
人
登
五



五
二

台
遂
遊
河
朔
序
」（
中
華
書
局
『
柳
宗
元
集
校
注
』
巻
二
十
五
・
貞
元

十
七
年
の
作
）
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
８
）。

　

韓
愈
の
序
文
に
、

　
　

浮
屠
師
文
暢
文
章
を
喜
び
、
其
の
天
下
を
周
遊
す
る
や
、
凡
て
行

く
有
れ
ば
、
必
す
搢
紳
先
生
に
請
ひ
て
以
て
其
の
志
す
所
を
詠
謌

せ
ん
こ
と
を
求
む
。
貞
元
十
九
年
春
、
将
に
東
南
に
行
か
ん
と

し
、
柳
君
宗
元
之
が
為
め
に
請
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
　

浮
屠
師
文
暢
喜
文
章
、
其
周
遊
天
下
、
凡
有
行
、
必
請
搢
紳
先
生

以
求
詠
謌
其
所
志
。
貞
元
十
九
年
春
、
将
行
東
南
、
柳
君
宗
元
為

0

0

0

0

0

之
請

0

0

。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
文
を
好
ん
だ
文
暢
上
人
は
、
こ
の
年
の
春
、

柳
宗
元
、
韓
愈
、
白
居
易
の
元
を
続
け
て
訪
れ
、
文
章
を
請
う
て
い

た
。
こ
の
時
、
韓
愈
は
四
門
博
士
と
し
て
学
生
に
「
古
へ
の
道
」
を
熱

心
に
説
い
て
い
た�

が
、
例
え
ば
、
こ
の
文
暢
上
人
な
ど
を
介
し
て
、
居

易
が
韓
愈
の
所
説
を
聞
き
知
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た

心
情
に
お
い
て
も
、
居
易
は
韓
愈
や
柳
宗
元
ら
同
輩
の
動
向
に
強
い
関

心
を
寄
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
さ
ら
に
抜
擢
へ
の
熱
願
は
、
彼
ら
青

年
知
識
人
共
有
の
願
望
で
あ
っ
た
。

　

仮
住
ま
い
の
叢
竹
を
整
え
「
養
竹
記
」
を
書
い
た
居
易
は
、「
常
楽

里
閑
居
…
…
」
の
詩
を
認
め
、
さ
っ
そ
く
仲
間
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に

し
た
。

　
　

帝
都
名
利
場
、
鶏
鳴
無
安
居

　
　

独
有
嬾
漫
者
、
日
高
頭
未
梳

　
　
　

…
…

　
　

茅
屋
四
五
間
、
一
馬
二
僕
夫

　
　

俸
銭
万
六
千

0

0

0

0

0

、
月
給
亦
有
余

0

0

0

0

0

　
　

既
無
衣
食
牽
、
亦
少
人
事
拘

　
　

遂
使
少
年
心
、
日
日
常
晏
如

　
　

勿
言
無
己
知
、
噪
静
各
有
徒

　
　

蘭
台
七
八
人
、
出
処
与
之
倶

　
　
　

…
…

　
　

誰
能
讎
校
間
、
解
帯
臥
吾
廬

0

0

　
　

窓
前
有
竹
翫
、
門
外
有
酒
沽

　
　

何
以
待
君
子
、
数
竿
対
一
壺

　
　
　
　
「
常
楽
里
閑
居
、
偶
題
十
六
韻
。
兼
寄
劉
十
五
公
輿
・
王

十
一
起
・
呂
二
炅
・
呂
四
穎
・
崔
十
八
玄
亮
・
元
九
稹
・
劉

三
十
二
敦
質
・
張
十
五
仲
方
」（
0175
）。

　

閑
適
詩
の
冒
頭
を
飾
る
こ
の
詩
は
、
後
半
で
、
手
入
れ
を
済
ま
せ

た
ば
か
り
の
叢
竹
の
心
地
よ
さ
を
強
調
す
る
。「
養
竹
記
」
で
は
「
賢

者
や
君
子
の
庭
に
ふ
さ
わ
し
い
植
物
」
で
あ
っ
た
竹
は
、
こ
の
詩
で

は
「
隠
者
の
閑
居
に
ふ
さ
わ
し
い
植
物
」
と
し
て
登
場
す
る
。
居
易
が

陶
淵
明
に
な
ら
っ
て
「
吾
が
廬
」
と
呼
ぶ
常
楽
里
の
閑
居
は
、「
名
利

の
場
」
た
る
帝
都
長
安
か
ら
独
立
し
た
「
安
閑
自
足
の
場
」
で
あ
り
、

「
自
己
の
理
想
や
嗜
好
を
体
現
す
る
自
適
の
場
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

詩
に
詠
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
居
易
は
そ
こ
を
、
帝
都
長
安
が
体
現
す

る
価
値
観
（
名
利
の
闘
争
）
に
対
す
る
「
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
世
界
」
と



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
一
〕

五
三

し
て
定
立
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
詩
で
は
「
安
閑
自
足
の
境
地
」

が
実
際
以
上
に
強
調
さ
れ
て
い
よ
う
。
事
実
、「
俸
銭
万
六
千
、
月
々

給た

り
て
亦
た
余
り
有
り
」
と
述
べ
、
俸
禄
に
満
足
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
が
、
同
年
初
秋
に
詠
ま
れ
た
詩
「
思
帰
」（
0427
）
で
は
、
校
書

郎
の
俸
禄
の
少
な
さ
が
次
の
よ
う
に
嘆
か
れ
て
い
る（
９
）。

　
　

養
無
晨
昏
膳
、
隠
無
伏
臘
資

　
　

遂
求
及
親
禄
、
僶
俛
来
京
師

　
　

薄
俸
未
及
家

0

0

0

0

0

、
散
秩
已
経
時

　
　

冬
積
温
席
恋

0

0

0

0

0

、
春
違
採
蘭
期

0

0

0

0

0

　
　

夏
至
一
陰
生
、
稍
稍
夕
漏
遅

　
　

塊
然
抱
愁
者
、
夜
長
独
先
知

　
　

悠
悠
郷
関
路
、
夢
去
身
不
随

　
　

坐
惜
時
節
変
、
蝉
鳴
槐
花
枝

　

詩
の
半
ば
に
「
冬
は
温
席
の
恋
を
積
み
、
春
は
採
蘭
の
期
に
違
ふ
」

と
あ
る
の
は
、
母
へ
の
孝
養
を
尽
く
せ
な
い
こ
と
を
嘆
く
言
葉
。「
薄

俸
未
だ
家
に
及
ば
ず
」
と
言
う
よ
う
に
、
校
書
郎
の
俸
給
で
は
家
族
を

養
う
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
う
し
た
経
済
的
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
、

こ
の
時
す
で
に
居
易
は
常
楽
里
の
閑
居
を
離
れ
、
永
崇
里
の
華
陽
観
へ

転
居
し
て
い
た
よ
う
だ
。「
重
到
華
陽
観
旧
居
」
詩
（
0839
）
に
、
こ
う

詠
じ
て
い
る
。

　
　

憶
昔
初
年
三
十
二
、
当
時
秋
思
已
難
堪

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　

若
為
重
入
華
陽
院
、

0

0

0

0

0

0

病
鬢
愁
心
四
十
三

　

こ
の
詩
は
元
和
九
年
の
秋
、
下
邽
で
の
服
喪
を
終
え
て
、
藍
田
の
悟

真
寺
に
遊
ん
だ
居
易
が
、
新
居
に
移
る
ま
で
の
一
時
期
、
華
陽
観
に
宿

泊
し
て
い
た
際
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
よ
っ
て
、
三
十
二
歳

（
貞
元
十
九
年
）
の
秋
、
居
易
が
華
陽
観
に
お
い
て
「
堪
え
難
い
秋
思
」

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
先
の
詩
で
見
た
通
り

「
母
へ
の
思
い
を
中
心
と
す
る
憂
慮
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

翌
貞
元
二
十
年
（
八
〇
四
）
二
月
、
居
易
は
母
の
待
つ
洛
陽
へ
帰
省

し
、「
八
漸
偈
并
序
」（
1433
）
を
書
く
。
八
漸
と
は
、
悟
り
に
到
る
ま
で

の
八
段
階
の
漸
悟
を
い
う
。
こ
の
「
八
漸
の
偈
」
は
仏
教
思
想
に
つ
い

て
居
易
が
初
め
て
本
格
的
に
言
及
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
彼
は
ふ
た
た
び
徐
州
へ
南
遊
の
旅
に
出
た
。
符
離
の
六
兄

の
墓
を
下
邽
の
新
墓
に
移
し
、
そ
の
妻
子
を
引
き
取
る
た
め
と
推
測
さ

れ
る
。
到
着
し
た
徐
州
で
は
節
度
使
の
宴
席
に
呼
ば
れ
、
歓
待
を
受
け

た
。「
燕
子
楼
三
首
」
の
序
文
（
0859
）
に
い
う
。

　
　

徐
州
の
故
張
尚
書

0

0

0

0

0

0

0

に
愛
妓
有
り
、
眄め
ん

眄め
ん

と
曰
ふ
。
歌
舞
を
善
く

し
、
雅も
と

よ
り
風
態
多
し
。
予
校
書
郎
為
り
し
時
、
徐
泗
の
間
に
遊

ぶ
。
張
尚
書
予
を
宴
し
、
酒
酣
た
け
な
わ

な
る
と
き
、
眄
眄
を
出
し
以
て

歓
を
佐
け
し
む
。
歓
ぶ
こ
と
甚
し
。
予
因
っ
て
詩
を
贈
り
て
云
ふ

「
酔
嬌
勝た

へ
得
ず
、
風
は
嫋じ
よ
う

す
牡
丹
の
花
」
と
。
歓
を
尽
く
し
て

去
る
。

　
　

徐
州
故
張
尚
書

0

0

0

0

0

0

有
愛
妓
、
曰
眄
眄
。
善
歌
舞
、
雅
多
風
態
。
予
為

校
書
郎
時
、
遊
徐
泗
間
。
張
尚
書
宴
予
、
酒
酣
、
出
眄
眄
以
佐

歓
。
歓
甚
。
予
因
贈
詩
云
「
酔
嬌
勝
不
得
、
風
嫋
牡
丹
花
」。
尽

歓
而
去
。



五
四

　
「
徐
州
の
故
張
尚
書
」
と
は
、
四
年
前
（
貞
元
十
六
年
）
の
兵
乱
に

よ
り
、
父
の
後
継
者
た
る
こ
と
を
朝
廷
か
ら
認
め
ら
れ
た
徐
泗
濠
節
度

使
張
愔
の
こ
と
。
戦
乱
の
直
後
に
居
易
が
徐
州
符
離
の
流
溝
寺
を
訪
れ

詩
を
詠
じ
た
こ
と
は
、
先
に
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
四
年
後
の
今
回

は
、
徐
州
の
政
情
も
落
ち
着
き
、
抜
粋
科
に
合
格
し
て
居
易
の
声
望
も

高
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
張
愔
は
宴
席
に
彼
を
呼
び
、
居
易
も
ま
た
快

く
招
き
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
の
後
洛
陽
へ
帰
り
、
下
邽
を
経
て
、
翌
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）

春
に
は
長
安
の
華
陽
観
に
戻
っ
た
。「
春
中
与
廬
四
周
諒
華
陽
観
同
居
」

（
0633
）
に
い
う
。

　
　

性
情
懶
慢
好
相
親
、
門
巷
蕭
条
称
作
鄰

　
　

背
燭
共
憐
深
夜
月
、
蹋
花
同
惜
少
年
春

　
　

杏
壇
住
僻
雖
宜
病
、
芸
閣
官
微
不
救
貧

0

0

0

0

0

0

0

　
　

文
行
如
君
尚
憔
悴
、
不
知
霄
漢
待
何
人

0

0

0

0

0

0

0

　

こ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
貞
元
二
十
一
年
の
春
は
、
正
月
二
十
三
日
に
徳

宗
が
崩
御
。
新
帝
順
宗
が
即
位
し
て
、
大
き
な
変
革
を
予
感
さ
せ
る
時

期
で
あ
っ
た
（
八
月
以
降
は
、
順
宗
の
永
貞
元
年
）。
末
尾
の
句
「
知

ら
ず
霄
漢
（
朝
廷
）
何
人
を
か
待
つ
」
に
は
、
抜
擢
を
期
待
す
る
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。「
芸
閣
（
校
書
郎
）
官
微
に
し
て
貧
を
救

は
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
校
書
郎
の
俸
給
は
、
母
や
一
族
を
養

う
に
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
居
易
は
果
敢
な
行
動
に
出
る
。
二

月
十
一
日
に
宰
相
を
拝
し
た
ば
か
り
の
韋
執
誼
に
宛
て
て
、
八
日
後
の

十
九
日
、
上
書
を
試
み
た
の
で
あ
る
。「
為
人
上
宰
相
書
」（
1485
）
が
そ

れ
で
あ
る
。「
数
千
言
」
に
及
ぶ
こ
の
手
紙
の
末
尾
は
、
こ
う
結
ば
れ

て
い
る
。

　
　

抑そ
も
そ

も
又
聞
く
、
死
馬
の
骨
を
棄
て
ざ
る
者
に
し
て
、
然
る
後
良

驥き

（
名
馬
）
を
得
べ
き
な
り
。
狂
夫
の
言
を
棄
て
ざ
る
者
に
し

て
、
然
る
後
嘉か

謨ぼ

（
立
派
な
方
策
）
聞
く
べ
き
な
り
。
苟
く
も

某そ
れ
が
し

の
管
見
の
中
に
取
る
べ
き
者
有
ら
ば
、
俯
し
て
之
を
取
れ
。

…
…
則
ち
之
を
知
る
者
必
ず
曰
は
ん
、
某
（
居
易
）
の
見
の
如

き
も
、
猶
ほ
且
つ
棄
て
ず
、
況
ん
や
某
よ
り
愈ま
さ

れ
る
の
徒
を
や
、

と
。
則
ち
天
下
精
通
達
識
の
士
、
肩
を
比な
ら

べ
て
至
ら
ざ
る
を
得
ん

か
。
…
…
今
一
旦
卒
然
と
し
て
数
千
言
（
の
手
紙
を
）
以
て
執
事

を
塵じ
ん

黷と
く

す
る
者は

…
…
又
以
て
天
下
顦
顇
の
人
の
死
命
（
棄
て
ら
れ

た
命
運
）
の
万
分
の
一
分
を
済
は
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
相
公

（
宰
相
）
以
為
ら
く
如
何
と
。

　
　

抑
又
聞
、
不
棄
死
馬
之
骨
者
、
然
後
良
驥
可
得
也
。
不
棄
狂
夫
之

言
者
、
然
後
嘉
謨
可
聞
也
。
苟
某
管
見
之
中
有
可
取
者
、
俯
而
取

之
。
…
…
則
知
之
者
必
曰
、
如
某
之
見
、
猶
且
不
棄
、
況
愈
於
某

之
徒
歟
。
則
天
下
精
通
達
識
之
士
、
得
不
比
肩
而
至
乎
。
…
…
今

一
旦
卒
然
以
数
千
言
塵
黷
執
事
者
…
…
又
欲
以
済
天
下
顦
顇
之
人

死
命
万
分
之
一
分
也
。
相
公
以
為
如
何
。

　

こ
の
末
尾
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
論
法
に
よ
っ

て
、
こ
の
手
紙
が
「
人0

の
為
め
」
で
も
あ
る
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。「
人
」
と
は
、「
精
通
達
識
」
で
あ
り
な
が
ら
微
官
に
埋
も
れ
て

い
る
「
顦
顇
の
人
」。
例
え
ば
先
の
詩
（「
春
中
与
廬
四
周
諒
華
陽
観
同



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
一
〕

五
五

居
」）
で
、「
文
行
君
の
如
く
に
し
て
尚
ほ
憔
悴
す
」
と
同
情
を
寄
せ
て

い
た
廬
周
諒
の
如
き
人
物
を
い
う
。
無
論
そ
の
筆
頭
は
居
易
自
身
な
の

で
あ
っ
て
、
居
易
は
こ
の
上
書
に
よ
り
、
新
宰
相
韋
執
誼
が
自
分
を
新

政
権
に
抜
擢
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

期
待
は
裏
切
ら
れ
た
。
夏
が
過
ぎ
、
秋
を
迎
え
て
も
、
韋
執
誼
か
ら
声

が
掛
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
①
「
官
小
に
し
て
職
事
無
く
、
客
と
為

る
時
よ
り
も
閑
な
り
。
…
…
長
安
は
名
利
の
地
、
此
の
興 

幾
人
か
知

る
（
官
小
無
職
事
、
閑
於
為
客
時
…
…
長
安
名
利
地
、
此
興
幾
人
知
）」

（「
首
夏
同
諸
校
正
遊
開
元
観
、
因
宿
翫
月
」
0178
）、
②
「
永
崇
里
巷
静

か
に
、
華
陽
観
院
幽
な
り
。
…
…
身
は
世
界
に
住
む
と
雖
も
、
心
は
虚

無
と
遊
ぶ
。
…
…
幸
ひ
に
凍
と
餒
と
を
免
る
、
此
の
外 

復
た
何
を
か

求
め
ん
（
永
崇
里
巷
静
、
華
陽
観
院
幽
…
…
身
雖
住
世
界
、
心
与
虚

無
遊
…
…
幸
免
凍
与
餒
、
此
外
復
何
求
）（「
永
崇
里
観
居
」
0179
）。
こ

う
自
ら
を
慰
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
韋
執
誼
か
ら

声
が
掛
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
居
易
に
と
っ
て
大
き
な
幸
運
で
あ
っ

た
。

　
四
　
山
の
詩
②
―
帰
山
の
計

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
貞
元
十
六
年
二
月
、
進
士
科
に
合
格
し
た
白
居

易
は
、「
及
第
後
懐
旧
山
」（
0701
）
詩
で
「
春
蘿
秋
桂 

惆
悵
す
る
莫
れ
、

縦
ひ
浮
名
有
る
も 

心
を
繫
が
ず
」
と
詠
じ
て
い
た
。
貞
元
十
九
年
春
、

抜
萃
科
及
第
後
の
作
「
秘
書
省
中

0

0

0

0

憶
旧
山
」（
0667
）
で
も
、
次
の
よ
う

に
詠
じ
て
い
る
。

　
　

厭
従
薄
宦
校
青
簡
、
悔
別
故
山
思
白
雲

0

0

0

0

0

0

0

　
　

猶
喜
蘭
台
非
傲
吏
、
帰
時
応
免
動
移
文

　

故
郷
の
山
に
別
れ
、
都
で
微
官
と
な
っ
た
現
状
を
厭
う
こ
の
詩
は
、

秘
書
省
内
で
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
は
権
力
の
中
枢
（
高
官
の

居
所
）
で
こ
そ
な
い
が
、
宮
中
の
一
角
。「
名
利
の
地
」
長
安
の
中
心

部
に
含
ま
れ
る
。
本
来
「
山
中
の
人
」
を
自
認
す
る
居
易
に
と
っ
て
、

自
己
の
本
性
に
適
さ
な
い
、
居
心
地
の
悪
い
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
不

適
合
感
が
、
お
の
ず
か
ら
「
故
山
に
別
れ
た
こ
と
へ
の
後
悔
」
へ
と
繋

が
っ
て
ゆ
く
。
居
易
が
そ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
か
ら
開
放
さ
れ
、
本
来
の

自
己
を
取
り
戻
せ
る
場
所
、
そ
れ
が
、
常
楽
里
の
閑
居
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
心
理
構
造
か
ら
、
常
楽
里
の
閑
居
を
「
山
中
」
と
見
な
す
詩
が

生
ま
れ
て
く
る
。

　
　

風
竹
松
煙
昼
掩
関
、
意
中
長
似
在
深
山

0

0

0

0

0

0

0

　
　

無
人
不
怪
長
安
住
、
何
独
朝
朝
暮
暮
閑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
長
安
閑
居
」（
0665
）

　

し
か
し
、
そ
の
「
深
山
に
在
る
が
ご
と
き
（
常
楽
里
の
）
閑
居
」
に

長
く
住
み
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
華

陽
観
に
転
居
し
た
居
易
は
、
翌
貞
元
二
十
一
年
二
月
十
九
日
、「
為
人

上
宰
相
書
」
を
献
じ
て
、
新
宰
相
の
韋
執
誼
に
抜
擢
を
願
い
出
た
の
で

あ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
直
後
の
三
月
早
朝（

（1
（

、
試
験
場
に
向
か
う
挙
人
（
進
士
科

受
験
者
）
の
隊
列
を
目
撃
し
た
居
易
は
、「
早
送
挙
人
入
試
」（
0180
）
を



五
六

詠
じ
、
末
尾
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

営
営
各
何
求
、
無
非
利
与
名

　
　

而
我
常
晏
起
、
虚
住
長
安
城

　
　

春
深
官
又
満
、
日
有
帰
山
情

0

0

0

0

0

　

五
年
前
、
貞
元
十
六
年
の
二
月
に
は
、
居
易
自
身
が
、
そ
の
隊
列
中

の
一
人
で
あ
っ
た
。
当
年
の
正
月
、
進
士
科
受
験
の
た
め
初
め
て
長
安

に
出
て
き
た
居
易
は
、
こ
う
詠
じ
て
い
た
。

　
　

軒
車
歌
吹
喧
都
邑
、
中
有
一
人
向
隅
立

　
　

夜
深
明
月
巻
簾
愁
、
日
暮
青
山
望
郷
泣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
長
安
早
春
旅
懐
」（
0629
）

　

こ
の
両
詩
を
併
せ
読
め
ば
、
貞
元
二
十
一
年
三
月
早
朝
、
受
験
会
場

に
向
か
う
挙
人
の
隊
列
を
見
た
居
易
の
心
理
が
、
分
裂
を
孕
ん
だ
複
雑

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
先
の
詩
で
受
験
の
目
的

を
「
利
と
名
と
に
非
ざ
る
は
無
し
」
と
批
判
的
に
述
べ
た
背
後
に
は
、

「
自
分
（
の
目
的
）
は
彼
ら
と
は
違
う
」
と
い
う
、
矜
持
や
意
欲
が
隠

さ
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
一
方
で
、「
名
利
の
闘
争
」
を
象
徴
す
る
帝

都
長
安
に
暮
ら
し
て
い
る
疎
外
感
（
不
適
合
感
）
が
、
居
易
に
「
帰
山

の
情
」
を
抱
か
せ
る
。
前
者
の
矜
持
や
意
欲
は
、
彼
を
新
宰
相
へ
の
上

書
と
い
う
大
胆
な
行
為
に
及
ば
せ
た
原
動
力
で
あ
り
、
後
者
の
疎
外
感

は
、
本
性
に
適
し
た
場
所
へ
の
回
帰
（
帰
山
・
帰
郷
）
を
促
す
。
権
勢

の
中
心
へ
の
接
近
と
、
そ
こ
か
ら
の
離
脱
─
そ
う
し
た
逆
方
向
に
分

裂
し
か
ね
な
い
心
を
、
校
書
郎
当
時
の
白
居
易
は
抱
え
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
に
起
こ
っ
た
の
が
、
韋
執
誼
の
崖
州
司
馬
左
遷
と
い

う
事
件
で
あ
っ
た
。
病
気
の
順
宗
に
代
わ
り
八
月
に
新
帝
憲
宗
が
即
位

す
る
と
、
先
の
政
権
で
実
権
を
握
っ
て
い
た
王
叔
文
や
王
伾ひ

、
そ
の

一
党
と
目
さ
れ
た
柳
宗
元
・
劉
禹
錫
ら
八
司
馬
が
次
々
に
左
遷
さ
れ
、

十
一
月
に
は
、
連
座
し
て
韋
執
誼
も
崖
州
（
海
南
島
）
に
左
遷
さ
れ

た
。
次
掲
し
た
「
寄
隠
者
」（
0058
）
は
、
そ
の
事
件
を
受
け
て
詠
ま
れ

た
詩
で
あ
る
。

　
　

売
薬
向
都
城
、
行
憩
青
門
樹

　
　

道
逢
馳
駅
者
、
色
有
非
常
懼

　
　
　

…
…　
　
　
　

…
…

　
　

云
是
右
丞
相
、
当
国
握
枢
務

　
　

禄
厚
食
万
銭
、
恩
深
日
三
顧

　
　

昨
日
延
英
対
、
今
日
崖
州
去

　
　

由
来
君
臣
間
、
寵
褥
在
朝
暮

　
　

青
青
東
郊
草
、
中
有
帰
山
路

0

0

0

　
　

帰
去
臥
雲
人

0

0

0

0

0

、
謀
身
計
非
誤

0

0

0

0

0

　

薬
売
り
が
長
安
に
や
っ
て
く
る
と
、
右
丞
相
（
韋
執
誼
）
の
左
遷
に

慌
て
ふ
た
め
く
者
と
道
で
出
会
う
。
事
情
を
聞
い
た
薬
売
り
は
、
臥
雲

の
人
（
隠
者
）
に
こ
う
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
、「
山
に
帰
る
が
よ
い
、

君
の
処
世
の
計
は
間
違
っ
て
い
な
い
」
と
。

　

同
じ
事
件
に
取
材
し
た
詩
に
「
寓
意
詩
五
首
」「
其
の
二
」（
0091
）
が

あ
る
。

　
　

赫
赫
京
内
史
、
炎
炎
中
書
郎

0

0

0

　
　

昨
伝
徴
拝
日
、
恩
賜
頗
殊
常



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
一
〕

五
七

　
　
　

…
…

　
　

佩
服
身
未
暖
、
已
聞
竄
遐
荒

　
　

親
戚
不
得
別
、
呑
声
泣
路
旁

　
　
　

…
…

　
　

権
勢
去
尤
速
、
瞥
若
石
火
光

　
　

不
如
守
貧
賤
、
貧
賤
可
久
長

　
　

伝
語
宦
遊
子

0

0

0

、
且
来
帰
故
郷

0

0

0

0

0

　

中
書
侍
郎
同
平
章
事
（
宰
相
）
で
あ
っ
た
韋
執
誼
の
左
遷
を
受
け
、

居
易
は
「
宦
遊
の
子し

」（
故
郷
を
離
れ
官
僚
と
な
っ
た
若
者
）
に
向
け

て
、「
故
郷
に
帰
れ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
二
首
が
白
居
易
の
自
問
自
答
で
あ
り
、
登
場
す
る
「
臥
雲
の
人

（
隠
者
）」
や
「
宦
遊
の
子
」
が
、
居
易
自
身
の
「
分
身
」
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

校
書
郎
に
な
っ
て
も
、
居
易
の
心
中
で
は
「
故
山
（
故
郷
の
山
）
に

帰
り
た
い
」
と
の
念
願
が
、
通
奏
低
音
の
ご
と
く
響
き
続
け
て
い
た
。

そ
の
胸
中
の
思
い
が
、「
隠
者
に
寄
す
」
詩
で
は
「
帰
山
の
促
し
」
と

な
り
、「
寓
意
詩
」「
其
の
二
」
で
は
「
帰
郷
の
呼
び
か
け
」
と
な
っ

て
、
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、「
寓
意
詩
」「
其
の
一
」（
0090
）
で
は
、「
有
能
な
人

材
が
抜
擢
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
。
深
山
に
生
え
た
大
木

が
、
そ
の
良
材
を
見
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
山
火
事
で
無
に
帰
し
た
こ
と

を
、「
焚
焼
の
苦
を
悲
し
ま
ず
、
但
だ
（
良
材
）
采
用
の
遅
き
を
悲
し

む
の
み
（
不
悲
焚
焼
苦
、
但
悲
采
用
遅
）」
と
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
人
の
為
に
宰
相
に
上
る
書
」
と
同
趣
旨
の
主
張
で
あ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、
校
書
郎
で
あ
っ
た
当
時
、
白
居
易
の
内
心
に
は
「
帰

山
」
と
「
抜
擢
」
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
願
望
が
併
存
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
五
　
小
　
結

　

本
稿
で
は
、
居
易
の
生
誕
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
重

要
な
事
跡
を
確
認
し
、
さ
ら
に
当
該
時
期
の
詩
文
か
ら
、
山
（
寺
）
と

の
関
わ
り
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
校
書
郎
期
の
白
居
易
が
「
帰

山
」
と
「
抜
擢
」
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
願
望
を
同
時
に
抱
い
て

い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

こ
の
二
筋
の
道
は
、
果
た
し
て
平
行
し
て
い
る
か
。
さ
も
な
く
ば
、

彼
を
逆
方
向
へ
と
導
く
、
分
裂
の
危
険
を
孕
ん
だ
道
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
当
時
の
居
易
に
は
、「
帰
山
の
道
」
は
事
実
上
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、

彼
は
「
抜
擢
へ
の
道
」
を
進
む
ほ
か
な
か
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、「
帰

山
の
願
望
」
は
、
お
の
ず
か
ら
心
底
に
押
さ
え
込
ま
れ
、
鬱
積
す
る
ほ

か
は
な
い
。
し
か
し
「
帰
山
」
は
、
彼
の
本
性
に
関
わ
る
願
望
な
の
で

あ
る
。
そ
の
存
在
を
無
視
し
、
抑
圧
す
る
こ
と
は
、「
自
己
を
欺
く
」

こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
し
た
内
面
性
に
お
け
る
分
裂
の
危
険
を
抱
え
な
が
ら
、
居
易
は

官
途
を
歩
み
始
め
た
。
そ
の
二
筋
の
道
は
、
彼
を
ど
の
よ
う
な
状
況
へ

導
く
の
か
。
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。



五
八

　
　

注

（
１
）　

本
文
は
岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

一
～
十
二
下
』（
新
釈
漢
文
大
系
・
第
97
～
119
巻
、

明
治
書
院
）
に
拠
っ
た
が
、
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。
作
品
に
は
花
房
英
樹
『
白

氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
作
品
番
号
を
付

し
た
。

（
2
）　

詩
で
は
「
五
年 

侍
臣
と
為
る
」
と
い
う
が
、
実
質
は
足
か
け
四
年
で
あ
り
、「
五
」

は
概
数
で
あ
る
。
か
り
に
「
五
年
」
を
実
数
と
見
れ
ば
、
こ
の
詩
は
元
和
六
年
、

四
十
歳
の
作
と
な
る
。

　
　
　

ま
た
、「
肖
像
画
（
写
真
画
）」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
、
主
に
元
和
三
年

（
八
〇
八
）
説
と
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
説
の
二
つ
が
あ
る
。
説
が
分
か
れ
る
原

因
は
、
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
作
の
「
香
山
居
士
写
真
詩
并
び
に
序
」（
3542
）
に

「
元
和
五
年
、
予
為
左
拾
遺
・
翰
林
学
士
、
奉
詔
写
真
於
集
賢
殿
御
書
院
。
時
年

三
十
七
」
と
述
べ
て
お
り
、
冒
頭
の
「
元
和
五
年
」
と
末
尾
の
「
時
に
年
三
十
七
」

と
が
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
「
肖
像
画
」
の
制
作
が
「
元
和
五
年
」
で

あ
れ
ば
、
白
居
易
の
年
齢
は
「
三
十
九
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
方
、
末
尾
の

「
時
に
年
三
十
七
」
を
信
ず
れ
ば
、
冒
頭
は
「
元
和
三
年
」
で
な
い
と
齟
齬
を
生
ず

る
。

　
　
　

こ
の
点
に
つ
い
て
、新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集　

十
二
上
』
の
語
釈
で
は
「『
三8

年
』、
宋
本
・
那
波
本
・
馬
本
・
汪
本
等
い
ず
れ
も
『
五8

年
』
に
作
る
。
恐
ら
く
形

似
の
誤
写
。
今
、
改
め
る
。」
と
い
う
。

　
　
　

白
居
易
が
左
拾
遺
と
翰
林
学
士
と
を
併
せ
て
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
元
和
三
年
四
月

二
十
八
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
に
「
集
賢
殿
の
御
書
院
」
所
属
の
宮
廷
画
家
李
放

が
「
真
を
写
し
」
た
（
肖
像
画
を
描
い
た
）
可
能
性
は
高
い
。
だ
が
、
そ
の
「
写
真

（
原
本
の
複
写
画
か
）」
に
、
居
易
が
詩
を
題
し
た
の
は
、
後
日
（
元
和
五
年
）
で

あ
っ
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
居
易
の
写
真
詩
に
つ
い
て
は
、
澤
崎
久
和

『
白
居
易
研
究
』（
研
文
出
版
・
二
〇
一
三
年
）
第
二
章
に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。

（
３
）　

李
放
は
、
唐
・
朱
景
玄
撰
『
唐
朝
名
画
録
』
能
品
中
の
二
十
八
人
中
に
「
又
李
仲

昌
・
李
倣
・
孟
仲
暉
皆
写
真
最
得
其
妙
。」
と
あ
る
「
李
倣
」
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

前
掲
注
（
２
）
の
澤
崎
氏
著
二
〇
八
頁
、
及
び
朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
一
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
の
【
箋
】
を
参
照
。

（
４
）　

元
和
七
年
の
作
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
羅
聯
添
『
白
楽
天
年
譜
』（
国
立
編

訳
館
・
一
九
八
九
年
）
の
繋
年
に
従
う
。

（
５
）　

こ
の
時
期
に
お
け
る
住
居
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
埋
田
重
夫
氏
が
、
従
来
の
説
を

以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
（『
白
居
易
研
究
─
閑
適
の
詩
想
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
年
、
二
一
七
頁
）。

　
　
　
〔
漂
泊
期
〕（
大
暦
七
年
〈
一
歳
〉
か
ら
貞
元
十
七
年
〈
三
十
歳
〉
ま
で
）
新
鄭
・

滎
陽
→
符
離
（
埇
橋
）
→
江
南
（
蘇
杭
）
→
越
中
（
浙
江
）
→
符
離
→
襄
陽
→
符

離
（
丁
父
憂
）
→
浮
梁
→
洛
陽
→
宣
城
（
郷
試
及
第
）〔
→
洛
陽
〕
→
長
安
（
進

士
科
及
第
）
→
洛
陽
→
浮
梁
→
符
離
【
→
宣
城
→
洛
陽
】
…
…

　
　
　

こ
の
内
〔
→
洛
陽
〕
に
つ
い
て
は
、
詩
文
に
よ
る
確
認
は
で
き
な
い
が
、
羅
聯
添

の
年
譜
に
「
其
時
、
楽
天
的
家
已
自
徐
州
搬
到
洛
陽
、
所
以
宣
城
取
解
之
後
就
回
到

洛
陽
省
親
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
肉
親
と
の
離
別
を
悲
し
む
「
生
離
別
」（
0579
「
黄

河
水
白
黄
雲
秋
、
行
人
河
辺
相
対
愁
…
…
未
年
三
十
生
白
髪
」）
を
詠
ん
だ
の
は
こ

の
時
（
貞
元
十
五
年
、
二
十
八
歳
秋
）
か
。【
→
宣
城
→
洛
陽
】
は
、
諸
田
に
よ
る

補
足
。

（
６
）　

実
弟
に
は
行
簡
と
幼
美
が
い
る
が
、
幼
美
は
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
に
九
歳
で
夭

逝
し
た
。

（
７
）　
『
旧
唐
書
』
巻
百
四
十
・
張
愔
伝
に
「
愔
以
蔭
授
虢
州
参
軍
。
初
、
建
封
卒
、
判

官
鄭
通
誠
権
知
留
後
事
、
通
誠
懼
軍
士
謀
乱
、
適
遇
浙
西
兵
遷
鎮
、
通
誠
欲
引
入
州

城
為
援
。
事
洩
、
三
軍
怒
、
五
六
千
人
斫
甲
仗
庫
取
戈
甲
、
執
帯
環
繞
衙
城
、
請

愔
為
留
後
、
乃
殺
通
誠
、
…
…
等
。
軍
衆
請
於
朝
廷
、
乞
授
愔
旄
節
、
初
不
之
許
、

…
…
加
杜
佑
同
平
章
事
以
討
徐
州
。
既
而
泗
州
刺
史
張
伾
以
兵
攻
埇
橋

0

0

0

0

0

0

0

、
与
徐
軍
接

戦
、
伾
大
敗
而
還
。
朝
廷
不
獲
已
、
乃
授
愔
…
…
徐
州
刺
史
、
…
…
知
徐
州
留
後
。

…
…
元
和
元
年
、
…
…
而
愔
赴
京
師
、
未
出
界
卒
。
愔
在
徐
州
七
年
、
百
姓
称
理
、

詔
贈
右
僕
射
。」
と
あ
る
。

　
　
　

こ
の
う
ち
「
泗
州
刺
史
張
伾
兵
を
以
て
埇
橋
を
攻
む
」
と
あ
る
「
埇
橋
」
は
、
六

兄
の
家
が
あ
っ
た
場
所
。
白
居
易
は
南
遊
の
旅
の
際
、
符
離
の
六
兄
と
「
黟
歙
の
間

（
安
徽
省
南
部
）」
で
出
会
っ
た
と
い
う
が
、
六
兄
（
と
そ
の
妻
子
）
は
、
お
そ
ら
く



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
一
〕

五
九

徐
州
か
ら
避
難
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
８
）　

韓
愈
・
柳
宗
元
の
序
文
の
繋
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
「
柳
序
」
底
本
の
尹
占
華
・

韓
文
奇
氏
【
解
題
】
を
参
照
。
白
居
易
の
「
詩
」
は
、
通
説
で
は
元
和
二
年
の
作
と

さ
れ
る
が
、
呂
温
・
権
徳
輿
に
も
同
題
の
詩
が
あ
り
、
権
徳
輿
は
貞
元
十
八
年
か
ら

三
年
間
「
知
礼
部
貢
挙
」（
科
挙
試
の
長
官
）
を
務
め
、
そ
の
当
時
、
呂
温
は
柳
宗

元
や
劉
禹
錫
か
ら
文
彩
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
（『
旧
唐
書
』
巻
一
三
七
・
呂
温

伝
）。
文
暢
が
人
脈
を
頼
り
に
文
を
求
め
た
と
す
れ
ば
、
貞
元
十
九
年
が
最
も
好
条

件
で
あ
り
、
蓋
然
性
が
高
い
。
よ
っ
て
通
説
の
繋
年
を
改
め
る
。

（
９
）　

但
し
、
例
え
ば
貞
元
十
六
年
以
前
の
漂
泊
期
に
旅
先
で
書
か
れ
た
「
秋
暮
西
帰
、

途
中
書
情
」（
0431
）
詩
に
は
「
馬
痩
衣
裳
破
、
別
家
来
二
年
。
憶
帰
復
愁
帰
、
帰
無

0

0

一
嚢
銭

0

0

0

。
心
雖
非
蘭
膏
、
安
得
不
自
煎
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
と
比
較
す
れ

ば
、
校
書
郎
の
月
給
に
満
足
す
る
気
持
ち
も
偽
り
で
は
な
い
。

（
10
）　

張
愔
の
亡
父
張
建
封
は
、
貞
元
十
五
年
二
月
末
に
、
汴
州
の
乱
に
よ
り
徐
州
へ
避

難
し
て
き
た
韓
愈
と
そ
の
妻
子
を
救
済
し
た
節
度
使
で
あ
り
、
ま
た
『
旧
唐
書
』
で

も
「
建
封
在
彭
城
十
年
、
軍
州
称
理
。
復
又
礼
賢
下
士
、
無
賢
不
肖
、
遊
其
門
者
、

皆
礼
遇
之
、
天
下
名
士
嚮
風
延
頸
、
其
往
如
帰
。」（
巻
一
四
〇
・
張
建
封
伝
）
と
、

そ
の
人
格
を
称
え
ら
れ
て
い
る
。
子
の
張
愔
に
つ
い
て
も
前
掲
注
（
７
）
の
伝
に

「
愔
在
徐
州
七
年
、
百
姓
称
理
」
と
あ
り
、
父
を
継
い
で
徐
州
を
よ
く
治
め
た
よ
う

で
あ
る
。

（
11
）　

こ
の
年
は
、
正
月
に
徳
宗
が
崩
御
し
国
葬
が
あ
っ
た
た
め
、
通
常
で
あ
れ
ば
正
月

に
実
施
さ
れ
る
礼
部
試
が
三
月
に
行
わ
れ
た
。
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